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６．研究内容（コンマ区切りで 3つ以上のキーワードおよび 400字程度の成果概要を記入） 

キーワード：三宅島火山 GPS測量 地殻変動 

 三宅島では，1995 年より地震研究所・九大・名大の共同で稠密な GPS 観測網を構築し，次の三宅島噴火

に向けて毎年キャンペーン観測が実施されてきた．また東京都基準点約 40 地点においては高速静止測量が

実施されていた．2000年 6月の噴火では，最大 70cmにおよぶ変位が観測され，これらの観測点で求められ

た変位量から，三宅島の南西部から西部にかけて貫入したマグマの様子を詳細にとらえることができた．し

かし，噴火災害や復興事業で多くの基準点が失われるとともに，大学の三宅島の常時観測研究体勢が中止さ

れたため，2003年以降の測定が行われていなかった． 

 2010年度および 2012年度の地震研究所一般共同研究として，15ヶ所の固定点（うち 7点が新設）および

26ヶ所の高速静止測量点の測定を行った．その結果，三宅島はごく僅かであるが，膨張に転じており，2000

年 9月以降の火山ガスの放出による収縮期から，現在はマグマの蓄積期に入ったことが確認された． 
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